　高野獨源教教典　
                                                    高野　獨源
高野獨源教教義

高野獨源教は、世界の存在と、自分を存在せしめた先祖について深く感謝し、先祖の歴史、苦労を想い、それらを引き継いだ自らを、最大限に活かすことを趣とする。そのために、高野家先祖の地、新潟県長岡に伝わり、わが先祖に繋がる人々が深く関わったと推定される、『常在戦場』の四文字を標語として、その心意気で事に望むべき事。
以上、基本教義。

（二〇〇九年一月十四日初、九月七日改。）

　　　　　　　何故今さら「先祖崇拝」なのか

　幕末より、現在まで、ほぼ確実に分かっている先祖たちの足跡。そして、推測により、江戸時代は長岡、戦国時代は恐らく三河武士と、四百年を見渡す。更にその前の、南北朝時代、宇都宮時代と、朧気ながら千年を見据えることもできる。このように、長い時間軸で現在の自分達を捉える。自分一代は極めて僅かな時間でしかない。その時間の中で自らを活かすべき事。（二〇一〇年十二月二日）

　

哲学と心理学を学ぶを常とし、次に挙げる先人（上杉謙信、会津八一）の条項を日々意識すべし。
上杉謙信は、我が高野家の故地越後の人。

会津八一は、我が早稲田中学高等学校の師、かつ越後の人である。
上杉謙信『宝在心』十六箇条
心に物なき時は心広く軆泰なり

心に我儘なき時は愛敬失はず

心に欲なき時は義理を行ふ

心に私なき時は疑ふことなし

心に驕りなき時は人を敬ふ

心に誤りなき時は人を畏れず

心に邪見なき時は人を育つる

心に貪りなき時は人に諂うことなし

心に怒りなき時は言葉和らかなり

心に堪忍ある時は事を調う
心に曇りなき時は心静かなり

心に勇みある時は悔やむことなし

心賎しからざる時は願い好まず

心に孝行ある時は忠節厚し

心に自慢なき時は人の善を知り

心に迷いなき時は人を咎めず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
会津八一（秋艸道人）『学規』
ふかくこの生を愛すへし
かへりみて己を知るへし

学芸を以って性を養ふへし
日々新面目あるへし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二〇〇九年七月八日）

　　　　　　新三位一体論
高野獨源教は、神道、浄土真宗、ルター派の三位を一体化する新三位一体を提唱する。（二〇〇八年一月）
高野獨源教聖典は、支流から本流へと遡る様に設定されている。例えば、バッハ・カンタータ等から、ルター派、聖書に遡る。普通は、キリスト教→ルター派→バッハと流れるが、獨源教では、バッハが本、キリスト教が支である。（二〇〇六年三月）
教義は五大聖典を拠り所とするが、外形的儀礼的土台としては、神道、仏教、ルター派キリスト教となる。それぞれは体、心、行、に対応する。または、民族、家族、個人、または、霊、精神、思考に対応する。そして武士道の影響については、それら全般を取り巻くものとしてある。（二〇〇六年三月）
仏教から摂り入れたもの　諸行無常、念仏、慈悲

神道から摂り入れたもの　清め、祓い、畏み、自然界の神

キリスト教から摂り入れたもの　寛容、贖罪、内的世界

武士道から摂り入れたもの　覚悟、勇気、努力　（夏目漱石的なもの）（二〇〇六年八月）

獨源教で神というと、やはりそれは、やおろずの神である。源氏の氏神である八幡宮との縁が深いこともあろう。
しかし、諸行無常や死生観は仏教の世界で考える。

通常の行動の基準となるのは、キリスト教の考え方であることが多い。仏教とキリスト教は浄土真宗とルター派の類似から私の中では重なり合う部分もある。真に深い感覚的なものから、理論的なものへと、神道、仏教、キリスト教が受け持ちを変えて行くのが、獨源教である。（二〇〇六年八月三十日）

　　　　　　認識の限界（カント参照）
物自体の認識は出来ない。現象の認識のみ。
ニーチェの超人と仏教的な空の概念

ニーチェは背後世界を否定したが仏教には元々空の概念があり、その衝撃は仏教界では大きくないのではないか。夏目漱石の則天去私と超人との関連を見る。（二〇〇九年八月二十五日）

不可視世界の存在＝想像力

人間は想像力によって想起された世界にも存在している。この世界は個々に完結していて、外部と繋がっていない。また、死とともに消滅する。ただし、外部の者の想像力の基となる何か、例えば、作品、品物、そして、外部の者にとっての記憶、伝承などを残すことはできる。（二〇〇七年四月十一日）
　　　　　　価値観

内界（不可視界）同士を繋ぐものは、価値観の類似性と対象への評価か？いずれにしても、内界と内界を連結し、対象の内界を完全に知ることは不可能のようだ。Ａの内界はＡの外界（Ｂが現象として認識した世界）によってＢが想起しただけである。（それは全く形を変えてＢの内界に摂り入れられた。）
Ｂの価値観により、Ｂの内界に摂り入れられた。また、Ａの表現は、Ａの内界を忠実に表してはいない。知覚も完全であるとは限らない。

知覚したい状態→high Valuation

知覚したくない状態→Low Valuation

こうしてＡについて知覚されたものが、Ｂに判断され、Ｂの表現としてＡに伝えられる。
ＢによるＡについての表現を通して、Ａによって知覚され、想起され、判断されたものと、元々のＡの内界を較べると、当然異なったものとなっている。
この相異が小さければPositive

この相異が大きければNegative　　　（二〇〇七年四月十二日）

　　　　　仏教より

全ての生き物は繋がっている。

悩みの根源を絶つ。（余計な悩みの不要性。漱石にもあり）

以上、『ブッダ』、アッサジからの想起。（二〇〇七年六月六日）

　　　　　　自己暗示
自己暗示で実現する。（斉藤茂太『いい言葉はいい人生を作る』より想起）
　　　　　　健康

健康には三つある。

身体的健康

精神的健康

経済的健康

それぞれ、血液、神経、お金の流れを良くしておく必要がある。（二〇〇八年一月七日）

　　　　　　神について

「人は見えない世界を有する。その世界を意識世界上に拡げてくれるものを人は神と呼ぶのではないだろうか。私はそんな風に思ったりした。人と人は最終的には分かりあえない。それぞれの見えない世界を自分のなかで見ようとしているだけだ」（小説の中のセリフ風に。二〇〇八年十二月十一日）

　　　　　　高野獨源教旗印

四間梯子

　　　　　　　　　　　　　　　　（二〇〇九年九月七日制定）
　　　　　　高野獨源教教祖

　　　

高野獨源、あざ名は二十八（ふそはち）
　　　　　　　　　　　　　　　　（二〇〇九年九月七日制定）　

　　　　　　高野獨源教教徒

この『高野獨源教経典』に従う者であれば、高野家の者でなくても、場合によっては、教徒と認められることも有り得る。　　　　（二〇〇九年九月七日制定）　

　　　　　　　五大聖典（二〇〇九年版）

　那須正幹『ズッコケ三人組』シリーズ

　夏目漱石著作

　ＴＢＳ『うちの子にかぎって』

　カント『純粋理性批判』

　バッハ音楽　　　　　　　　　　　（以上二〇〇六年から不変）

　その他聖典、ＴＢＳ『過去の無い女たち』、土屋賢二著作、斉藤孝著作。

　　　　　　　五大聖地（二〇〇九年版）

　東京都中央区明石町

　東京都江東区深川地区
　岩手県平泉

　長野県蓼科

　新潟県長岡（二〇〇九年岩手県八幡平から変更）

　その他聖地、岩手県八幡平、東京都吉祥寺、東京都新宿区早稲田、同大久保、Wien, Leipzig, Eisenach, Koethen

　　　　　　　記念日

一月五日　夏目漱石誕生記念日　一八六七年

三月二十一日　バッハ生誕記念日　一六八五年

四月十二日　『うちの子にかぎってⅡ』開始記念日　一九八五年

七月十二日　『うちの子にかぎってⅡ』第十一話記念日　一九八五年

七月二十八日　バッハ命日　一七五〇年

八月九日　日記開始記念日　一九八三年

十月十二日　対象記念日　一九八五年

十一月四日　誕生日　一九六九年

十二月九日　夏目漱石命日　一九一六年
《続く》
              　　　　　　　　　　初版発行　二〇〇九年一月十四日
第二版発行　二〇〇九年七月八日 
第三版発行　二〇〇九年八月二十五日

第四版発行　二〇〇九年九月七日

第五版発行　二〇一〇年十二月二日 
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